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北 海道 農　村 の 集落構成
一一 蛯ﾆして集落形態の面からの調査研究

横1烹．［尊雄i

船　木　幹　也

菊　地　弘　明

Research　on　the　Fermasion　of　Agriculturai
　　　　　　　　　　Settiement　in　Kokkaido

　　一一一…　From　the　point　of　the　Settlement　pattern　一一一一一

「ra1く亀O　YOKOYAM：A

Mil｛iya　tt’uNAKI

i｛iroaki　Kii〈vcm

A彊）Sもra」Cも

　　　　In　lapan，　after出e　war，　keeping　with　the　changes　of　social　conditions　Iniddle　and

small　towns　have　been　rapidly　modemized　as　well　as　great　towns　under　the　town　planning．

But　rural　communities　rema｛ll　as　they　were，　Irl　addition　it　has　not　been　taken　up　as
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じserious　problenユand　iDveterate　contradictions　are　la宅ent，　so　it　makes　the　solution　of　the

problem　more　and　more　d囲cult

　　　　In　fact　countries　and　towns　are　not　oPPosit　with　each　other，　but　they　stand　in　the

relatioD　of沁ter－dependence．　So　we　must　find　a　solution　to　the　problein　under　the　syn－

thetical　reg1onal　planni．王｝g　contained　towns　and　countries．

　　　　This　research　is　aiming　at　the　improvement　of　life－environme批and　founding　the

general　pr魚clples　of　practica正rural　commuエユ正ty　planning．

　　　　In　Hokkaido　the　agricultural　settlemen毛s　are　genera互1y　clatssified　into　three　groups：

paddy負eld，　dry　field　and　dairy　farming，　according　to　the　type　of毛he　agricultural　mana－

gemen毛ヒhat　is　the　main　factor　de且ning　the　settlement　pattern．　U．nder　thls　classification

we　selected　six　typical　rural　communities　and　investigated　each　formation　on　tl吊≧e　poiD．ts

of　facilities　settlement　and　its　inhabi亡ants．
　　　　　　　　　，

　　　　T．his　is　a　report　（iescribed　the　result　of　the　investlgation　　on　the　agr三cultural

settlement　pattern．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしが蓉

　　　　　　　ヒ　　三三の地域的社会生1舌はそれぞれの自然的・社会的多食件の…ドに樵々の形態をとって営まれ

ているが，その形態もまた与えられた自然環境の枠の中で，祉会的条件の推移によって大きな

影響を受げつつ生成変化しているものである。

　　近代巌業の飛躍的発展の所産ともいえる四声においては，最近新らしい：意味での都市二二

が大きく取挙げられて現代化への歩みを進めているが，これは旧来の形態の都市内部に累積し

た磯能の矛盾・混乱と外部への無制限な膨駐乏に対して入為的に．有機生活体としての秩序…一一失

なわれたコムミュニテイーのまとまりを園復しようとするものであろう。然るに農村にあって

は，その地域社会のもつ経済規模と前近代的な生産形態の故に．，その改善も消費面と生産技術

面に消｝叛的に行受つれているに過ぎず，その多くが自然発生的な形態に．近いままに放置せられ，

問題として大きく取挙げられないため，それだけに潜在化した根強い矛盾が内攻し，問題の解

決をいよいよ困難ならしめている。

　　元来都市も農村もそれ自体単独で問題カミ解決されるものではなく，それらをとりまく周辺

市田∫村との有機的な関連の下に対処されねぽならないものである。そしてそれは個々の集落計

面から相互に有機的なまとまりをもった地域計薩にまで展開せらるべき’性質のものであろう。

　　最近町村合併の据三進により各・地に農村的邦市が出現しているが，従来の農村を単に行政的

にまとめただげではまとまりのあるコムミュニテイーの形成は期待されないであろうし，問題

もまた残されるであろう。それはその地域のTl∫町村の自然的・社会的な相：症関係から有機的・

総合的に求められるべきものである。

　　従来農村集落に開する研究は社会学・地理雪となどの立場から翻々に追究されてきているが，

我々は過去の履歴と現在の事象の分析に基づいた将来の三川の上：こ確実な集落計画の原剛を見

珪｝さなければな：ら〉ない。
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　　本研究は叙上の観点から，翫存農村地域教会における1渠境構成の三三並びに新たに目発せ

らるべき漏拓村の棄落計画に資するため，北海道における集落の特徴的な農村として，農業経

営形態と地域挫とを：考慮して水田駅村に秩父胴村㌔中冨良野零ナ，畑作農村に．芽室濁∫・女：万洌町，

二三村に．八1’町・鶴居村の計6ケ町村を）es　rk：し，それらの集落構成の災態について『一一おII二研究を

行ったものである。調査は築三と施設の面からと三月者である住氏の一v：場からとの両謡からな

されたが，本稿は主として前記6ケ町村の概安と集碧ζ形態についての調査結果を1’レく告し，これ

に着干の所見を加えたものである。

1　研究の濤的と方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　§1．属　　　的

　　北海逼の既存農村は，その地域的・社会飯事盈fと農業縦営⊥の理1モ1ヨから，農家の多くが散

lr型集落をとると共に続出の要／lに密居撮の市忌地を形成して農村の地域鮭会を構成している

のが一般である。この集落浬が本道の農業開発上に占めた史的意読は誌められるところである

が，劃期的進展を遂げつつある現代社会においては生濟並びに生活文化の向上の薦から1蝿に．幾

多の問題が提起せられている。

　　本研究は北海這に．おける既存農村の集｝∵’／l陶戊のジζ態を分量的・総合のに溜1孔肝回して，そ

の凱」並びに，尚題の所在を究ゆまし，本道の地域性と農業混営形態に適合した農村地域祉会の在

り方を追ぶすることによって，既存駅村の環1“構成の改善・1∫成並びに新たに入継・i粥忽せら

るべきil拓農村の集落計轟の資に供せんとするものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　§2．方　　　法

　　農村両落に関しては古くから地理学・社玄需金・経済学などの立場から研究がなされ，その分

類についても地理的位に・産婁途：構造・集落形態などの相異1こよつて∵野村・出村’・林業村㌔集

村・散村などの名称による区別がなされている。しかしながら群業を主とする人iコが地上に定

着する様式は従来農業最蚤営上の劇約からそのr！∫能性において一・定の／tt幕があり，集落の形態は

概ね④散F罷②集Jli項③列居型の3‘ll本遣とこれらの葭合型とからなっている。集器の3基本

「ド Pは自然的・粒会的妻素の段合した1所陵であり，農村の’落は多くこれらの基本型の変形また

1よ竃合せに．よって構成される。

　　北海道の農村は後述（III一§1）の如く生成の歴史が浅く，　その多くが明治以後の政策的な

団替入植によるものであり，その集落もまた誘d族の入植処犠・屯田兵村圭霞1墾……特に明治22

二年に実施ぜられた北シ1美道持枢艮地割に基づいて形成せられた：ものが多く，かつ本道農家の経営

禰積がその土地条件（自然的・ネi二会的）と農業経営一ヒの狸由から本州農家のそれに比して広大で

あるため特殊な場合を除き散居雪1！集落をとるに至った。この散瓶魏集落形態こそ四這農村の特

徴的な集落型とみなさlixるべきものであろう。
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　　本研究においては本道頚廷村をその地域性（自然的・社会的）と農業経営形態との関連におい

て水田・畑作・酪農の3類型に大別し，地理調査所地形図（5万分の1，20万分の1）・北海遵

市町村勢要覧及び農業関係資料を参酌して，次節（1一§3）に述べる指数により各類型別に典墾的

な農村を2ケ晦村宛計6ケ町村を選出し，それらの農村について集落と施設の面からと施設の

利用者である住艮の立場からの2っの立場から調査を行った。

　1．集落と施設の面からの調査

　　各種調査資料を誹1査対象農村の役場・教育委総会・農協・駅・郵便局などの1菊係機関で蒐

集する一方各中心帯街地・翻市街地及び部落中心における施設と集落状況を実地調査した（調

・査姫揖．1，ij：i岩層！32喚孟7月～9月）。

　2．利柵者である住民の立場からの調査

　　煎記調査資料蒐集の際中心市街地ll億辺：・中聞部落・末端部落の3段階の地区から2戸宛計

6戸（生活程度k・中・馬蝉1・4・1戸）を選定し，それぞれについて農家生活の実態を調査す

るとともに住民の立場からの予備調査として聴取り調査を実施した。

　　叙上の予備調査の結果に基づき調査票を作成し，記入の正確と回収率の点から調査ヌ寸象農

村の中学1交2年生：石こ翼の家庭を対象として調査票を醗平し，回収されたものについて統計的研

究を行う（調査期｛＝1｝コ：昭和32年11月～12月）。

　　　　　　　　　　　　　　§3．調査対象農村の選定

　　調査適象農村は次の方法に．よって選定した。金道の町村に．ついて各々の面積・入口及び農

業経営形態に関する指数として農業世帯比（農業世・吊；数／総世帯数）喉｝詳業化率（専業農家世帯数！

農家総世帯数）・水田化率（水田瞳積！耕地1野馬）哩1各農化率（牛飼養者数／農業世帯数・牛飼育頭

数／飼養者数）及び土地利瑠睡積比を挙げて比較・検討を行った。
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第3図　調査農村の繊墨と1；付近市田∫との関繰
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　　水田農村
　　北海道の町村中農業世帯比力こ50％以上のものについてその面積と人口との関係をみると第

4図の如くである。更にそれらの農村の中永田化率60％以上のものを水田農村選定の！指数と

してみると，その傾向は入1コ密度100入／km2前後に集中的であり，金道的に，みれば」二二・冥望知

地方に顕著な偏りをみせている（第2図）。これらの地域は人口密度の上からも農村としては比

較的高密度な地域に位置している（第1図）。村域は比較的小さく100km2前後のものが多い。

　　畑作農村
　　畑作農村選定の1指数として水田化率15％以下の農村をみオτぽ，第4図の如く入口密度は

水田農村に比して低く50～20人／km2程度の範魍に散在し，町村域も水田村より大きく1GO～

600km2の拡がりをもっている。これを第2図についてみれば，畑作とみられる農村は道央を

縦走する脊梁山脈を境にして東側に多く，人口密度も水田農村地帯に較べて稀薄となっている。

　　酪　　曲　村

　　酪農村の指数として農業世帯比20％以上且つ牛飼養者数！農業世帯数50％・牛飼育頭数

1，000頭以上をとると，蔚2者に較べて白鞘密度は爽に低く，町村域は400～700km2のものが

多く！，000km2以上にも及ぶものがある。

　　以上の選衡を経た；農村について更に入口規膜段階・周辺市町村との連がり及び土地利用綿

目について全道的に分析し，調査対象農村として水田農村に秩父別村・中富良野村，畑作農村

に女満別町・芽室1｛！∫，酪農村に．鶴居村・八雲町の6ケ町村を選定した（第1～2表，第5図）。

第玉表　選定項目別にみナこ調査対象農村（昭30＞

選定項昌 面　積　　人　ロ1　世帯

（迦2） （人）＿闇 （戸L、

　　　農　業　．尋農
　　　：甦燈些化率
　　　．農　家導業農家．

密度世能数世幣数

（人／km剛（％1．i．（％）
雛1繍i細雨聯段…

方く田

　　　酪農化率　人．

・．籍∴・雛

　　　　　　　　階（％｝　（％月願〉旨

附　近　　の

了盲　　iil∫　村

全

　　　　　　　　　　　　
道i　7S，、、、，2731・，773，。87i897，5346・．822．、…53．・2。．・．…

　　！　　　　i　　　：

　　i
2e．8　1　2．4一

水穐翻・職
中輕欝村・・島75・；田l

rlrm

溜器｝頭ll：：1：1：⊥：！ ：i繋変野・

賑隔野
個萱（樹1∵

　鶴　居　村酪
　　　（釧路）

　八　雲　町農
　　（渡島）

　　　　　　11　一一一一　・／i　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l：：劉1：1：lil：鑑i：1：：：！膿：1

616，9261　4，824il　8401・

546，ユ76i　21，480i　4，080：

　　　’

　　　　　！．．．

7．8　1i　68．41　64一．0

3g．3　1’　23．rJ　li　60．7

　　　　　’i

識幽諜’倒



7 　　　北海道農村の集落構成

第2表　　土地利用細目斑底積（昭30＞

217

　全　　道i
…． @．　ヨ1ザ…潮

田…・63，・73・・ii

　ftli　i　662，828．0）　8．41
’：ill：；　1，，　，，；5’lllgiS　，g18’　ii

蜘83・，・・2．3　ii…i

牧場i222，・…；2・・i

其の他i766，694．3；9．7i

器～ 田 畑

1．．麹1菊釧．蟹墨幽幽満別．i雰
．．｛乍．．＿

　　　　ト
　　室1鶴
　　　　セ

居　　八

津．

翻7，，、、，、、2．，1、6る1。63、。1、。α、，36。，1、。。i、6脚、1、ぎ名1、。29。、，、詣i、2，，。。，…、。嘱。72．、i　　　　田∫1　％　　　町　　％．　　剛　　　　　｝｝汀i　　．　　町1　％i　．．町　’％

一・・
沿鼾?・・職・巨・…一…・・i刊i…聞

i・・iiil’diiilii’i3141・1319islOi，’il”iliii’ilii．lil，ll・lig一・i”iig，iiillii6Filll’iiiil・1・i・ill，liigl．ii［ii，i’111・ilillslii．i，

　　　　　　　　　金　遭・蘇父刷・ヰ霧錠野・女・薪別・茅　　量・鶴　 彦・八　婁

　　　　　　　　6e

　　　　　　　　o
　　　　　　　　　珊乞嶋縦
　　　　　　　　　　絶聯艶

　　　　　　　　　　　　　　第5図　 ニヒ1’U｛禾日∫羽πf目嚢比σ沼30）

　　それらの全道的位置｛意第3図の如くである。八雲町に．あっては落萄1を除いた旧八雲町につ

いてのみ調査研究を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　H　調査農村の概要

　　　　　　　　　　　　　　　§1．一三と立地条件

　　調査対象農村の集落形態に影響を与えてきた主なる臨然的・年会ll殉条件を一括して表示す

れぽ第3表の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　§2．人：及び世帯の構成

　　調査賢隊の人口．及び’ii、妻帯数は第4表の如くで，これを最近10年間の入口変動についてみる

に下町付共殆んど顕著な増加がみられない（策6図）。更にこれらを金道及び交庁のそれらに較

べるといずれもはるかに下廻っている。これらの中秩父別村・　・，1・T富拠野村・女満別1町・芽窺町

は比容約古くからi粥拓され完成された本遵の典型的な農村として取挙げられただけに．，現在の

町村規漠と農業経営形態においてはほぼ飽禾iJ状態に達しているものとみられる。ただ鶴居村は

開拓の歴史が比較1；1㌻早いにもかかわらず社会的・自然的に．不利な立地条件下にあった：ため，閉

拓が停滞し，人iiの増加も麺めて緩慢で凹凸がみられる。
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第3表　沿革と立地条件

経営形劇　　水
一一一一一一一一
@1

町村名｝秩　父　　刎

　　田　　　　　　　　畑　　　　　　　　作
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　　　（472戸）

　39　2級illpイ；if二三
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　15戸口g31芦
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留萌鉄道のソく6
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の殖罠区制
が施行さる
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る（400戸〉

より分村し
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（1，144戸＞
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を施行L
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昭14

　　れる
33本格的開拓．
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35　　美il晃看縄走，uj、

　　の道扇開設．
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38　駅逓二二iガ
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　　　約40戸

　　れ本州よリ

　　カ敵曽力［1するi
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　　（g．g．sM　1
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　　（1・344戸）…
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　　　　　　！
　　　　　　…

33

39

4g
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分村し2級昭17

20
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わit’しる｛3∫9｝…　20

戸長役∫が

（427ア三τ＞

2級iYJ’村制
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ワ　　　　　　i
り　　　　　　　　　

　　　　　ミ鉄道開通や昭荏
れると同貼
に移f｝三が壇　12

大した　　i
（1，052岸り　　、

1級町村制；

施行さオしる．　13

（2，9577－1＞

巨i∫制が布か

れる

戸口
　2，401ノニ1　　　16
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設猷される大正申期以降本州

26

各地より団
体入殖が行
われる
（680ア三；〉

殖罠軌道馬
力線開通
阿寒町より

分村
2級町村f鑓

を施行

北海道バタ
ー一 ?間工場
が中雪裡
申幌1蕉（．設

匹される

馬力線をガ

ソリンカー

戦後酪農に
転換する

水力発罵所
を設1”Li

に転換する大8

昭32

　　むものが定
　　住

　　出張所、皮置

12　11．臨戦に戸

　　配役錫設ぽ
　　（133芦＞

14　八雲村とし

　　て独立
22　白道開通す
22　戸口

　八芸村191戸
　眩ド2内93戸
35　2級町村制
　　．h’∫行

　　t1，189戸り

36　鉄道開通さ

　　れる
49　1級町村制
　　施行
　　（2，108戸〉

　　醍∫制を施行

　　第1次大戦
　　、．尺hl農に転

　　換
　　落部村を合
　　．併

気候漁鰍鼻般幅1扇の、i映隷血癖性無で春意鷺繍の代表認艇輪膿繭夏転轍移南で
　　　X，夏季に㈱力幡し内陸的気候地1は鱒財：ま獺1な謹的気候春iの気温低冷で農耕磁軌こ来遍，

　　　やや多い

農期同i

気測・30C一・6ac
　　　　積轟期1、♂2§L♂、δ

　　　1俸季…霜1射　　　　　10．15－5．25

1　　　　　　　　　　　l

帯で夏季rl温で水当．1温となる
・紐育｝樋していi

；る　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　1
112ec－150C　l　12eC－yJec

l・・昌・齢街・・1ず謂
i・…5－4・・4i・e・・4－5・9一・

載しばしぼ風害i轟1力湛tご短い　　　　　　　　　　　　　　　　り，農期閻は比較

：織欝犠嚇・精励、・嚇であ・
の凍結が甚しい

　12。C－15cC　　　　　　　！2ec．一150C　　　　　　　13℃一一・16ワC

　　月　日　　弓　口　　、　　　月　1．1　月　日　　、　　　月　1．！　　月　日

　11．　1－4．24　・　11．22－5．19一　・　11．　5一一4．12

　！0．　8－5．25　・　10．　2－5．27　’　10．15　一一4．30

地勤映の塑地灘醸地よ配る輻ね平服6蜘そi大翻は駈癖痴、1鰍，平原駈陵波叡：よ駈
　　　・戯地より・り野・一蹴魏・；地が多・一部・叫・麟百膿域略で毛根紬糟で駅縦で

　　　：主・水櫛多・d　　　好齪であるが水顧て・る　…
　　　．一部傾斜地帯に果i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲は限界生成であ

　　　…轡培が剛　　9　　　　…　！
農作物、主に水閣 ．主に水稲，丘1凶地主に麦・馬鈴薯・寂豆類の特旧地

il・1，sk／1”そ碗の編牒．醜力瀧

殺　　　　　l　　　　　i

早熟薇の孜豆類・辱鈴薯・豆・凹凹
馬鈴薯・甜菜・ひ飼料作物
え・そば・鋼料作
物
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　　産業男引i矧1；構成は八雲町を除いては5グ町村共殆んどi認様な傾向をもち（第7図），その60

％内外が農業椴帯によって占められた純麗村的な性格を示している　これに反して八雲町に．あ

っては入期増窺い産業別』ll士帯共に．全道平均｛こ類似した傾向を示しており，産業構成においても

第1次薩業がその41．6％をrlJiめ（農業世帯はその60％弱），梱対的に第2・鑓3次産業の比率が

大きくなり，特に第3次的産業世帯の増加が醤立っている。これは後述の如く八雲了lf街地の都

市的な方向への推移を物語るものといえよう。

30
ロ　カ 臨＿＿．．』　　　　1　　　　｛

@　　　i
全

20
炎夏翫
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Nr，▽玉
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▽
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人廿増
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ｪ雲

4
000

1
　　【v

ｨ室

σDσ

1．l　i　　　　1

1 　　　薮
?冨R野

OO 女漏別
旺

　　　1
＝Fく馴

7
ooo 鶴屠

1

o～2
～4 z6 ～8

　年30

第6図　人ロの経年変化 第7図　産業燐世帯数比率（昭30）

番．屡｝は第4袈の産業別器．号を示す
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立4表　人に吸び二階主所属産業溺世IV－1数（昭30｝
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29，492　i

　　　　　I

52，033
　　　　　　

1，920i

1β20…
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　　　　　　　　　　　　　　§3．主要産業とその生産額

　　調査i農村の主な：る∫li量業につきその生産額を検討すると（第5表），秩父別村・中富良野村で

は共に米がその大半の75％・60％を占め，これら・の水田農村に．あってはその殆んどが稲作に依

存していることを裏書きしている。また：畑作農村である女満溺町・芽窯1町の主要農産物生産il塔

は総額の64％・61％で，その内訳は女満別では麦類・続類・馬鈴薯，芽窯では玉謎：類がその主な

るものである。鶴羅村・八雲町の農業ニヒ産高は全体の24％・16％を占め，その主要生産物は飼

料・緑肥・馬鈴薯であって酪農村としての特微をもち，牛乳生愛額もかなりの比重を占めてい

る。ただ鶴居町にあっては全生産額の40％が林産によっており，他町村と比較して特徴的であ

る。JI　1業生産額は八雲町・芽室町では比；絞的大きな比重を占め，この程度の人じi及び集落規漠

においては農村工業の貼る位置が高くなっていることを示している。

　　　　　　　　　　　　　§4．農家とその経営概況

調査農村の農家の経’滋農爾地面積及び耕地下積は鋸8図の女下｛く農業経営形態別に’かなりの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差災がみられる。すなわち水田農村では耕地弼
蟹oo駕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積5町歩以内の農家数が9G％を占め3～5　Pil’歩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のものが最も多く，平均耕地面積｝8；秩父別村

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　29町歩・中富褻野村3．6　ill∫歩；程度である。経営

t。　　　　　　　　　　農肺漁積にあっても｝1緒と曝綱様な傾向を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示し，これは農用地の大部分が耕地として利用
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されていることを物語っている。専業i化率をみ
so

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると耕地灘穣が2～3晦歩のものは殆んどが専

e　　　　　　　　　　　　　　　　　　業農家となっている。それ故秩父鯛村・中富幾

so　　　　　　　　　　　　　　　　　野村の如き農業経営形態のところではこの程度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の規膜で一一応経回が成立しているものと考えら
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。
5σ

@　　　　　　　　　　　　　　　　畑作農村では耕地雨積が15～2G町歩に及

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶものがあり，平均耕地面積も女満別町6町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歩・芽室町9．5町歩となっている。これを経営so

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農用地再1積の傾「白」と比較すれぽ相対lll㌻なずれを
e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；示し，未利屠農地が出てきていることを回して
so

D　　　　　　　　　　　　いる。
G　5　、。　15　20町　5　，。　1，　2。。J　　　酪農村にあっては騎2者に比して経営麗絹
　蔵難ヰ地面瓜坂男ε｝窟豊瞬　　　　寵瑚量臨填別跨薮鼠薮しし奉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地面穫と耕地薗積とのずれが更に甚だしく，未
　縁宮鼠用肥

　　　繁8図農家と経営爾積との関係　　　　利上農地も多くなり，鶴居村にあってはとくに．
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第6表　　専兼別農家数　（昭30／．’1一三1

経営形態 水 田 畑 作 農

町　村　名

農家総数
：慮　　　　　　 ．｝1旗

SJ．．　　　　　　　　　ンド

第1種兼業

第2糠兼業

籔…
　　　　・％1
　866　1　1001

79：．8；：簗

　74　8．6・

丁題野1女満別’：

　　　　Yti　l　Jy2J
！・359ユ00 Aユ・071・100

i，igg・　8］g・1　9［，？，　9110，

　　3E　’　2．5　1　67　6．3

芽　　　室

　　　　％
1，667　　ユGO

1，554　93．2

　31，　1．9

　82　4．8

鶴　　居…八

　　　　．r’．’a／　；”rt

　597　100　1，0e3　100

　381　63．9　645　60．7

　165　27．6　101　9．5

　5！　8．5　317　29．8

第7衰　　飼育家畜頭羽数（191130＞

田」’

@村　名

頭　羽　数

牛儀。継

馬膿翻
　　豚　i

山　羊｝
め　ん　羊1

にわとゲ

秩父劉：

頭羽数当
　　　頭羽数

中富良野i女満鵬　睡

り頭羽数i当

室　　鶴

　．鰯　　　i
！191　O．14　i

　　　　I
　－1　　　　！

　　　　i　870ユOi
・・21瞬・，・6・…

6gl　o．os　1　7Jr　l1

74魏臨i
　’：i　i　1’
3，039－1　3．5　1　5，736i

居　　八 雲

…’三頭羽数…轡頭羽轟農寄；頭覇農響轟議墜

．1頭職．．．．．．罐数＿…頭羽数＿　：鯛数．　1翻数

1251　O．1　i　399．　e．37　，

150i　O．11　830i　O．8　i

　　O．86　！，9．．　79　1　1．2　i

　　O．e6　，　128　O．12

　　0．02　86　O．08　i

　　O．64　1，02！　O．96　i

　　4．22　8，730　8．2　1

643　O．38

　4　O．Oli

1，234　O．76　’

3．2．4．9　・　1．94

143　e．09

132　O．DS

l，4！7　O．85

9，023　5．4

1，415　1　2．37　3，04／　，　2．86

謡：9i・端：2i

1，187　1　2．0　，　9ss　l　o．g

　25　i　O．e4　176　，　O．！7

　81　O．Ol　40，　O．04

904　i　1．5　579　’　O．55

4，040　．　6．8　14，00Gi　’ P3．2

この傾向が著しい。　平均耕地面積はll｛轟居村3．5町歩・八雲町3，6町歩であって，殆んどが専業

化する耕地面積はそれぞれ3町歩・5町歩である。　平均経営農用地面積は鶴居村151n：r歩・八

雲rl｛∫6町歩で，これは八雲町の経営が比較的集約化されているのに反して，鶴居村のそれが粗

放であることを物語るものであろう。

　　調査農村における農業経営形態と主要飼育家畜との関係をみるに（第7衰），牛の飼養につ

いては1農家当り水田農村0．1顕・畑作農村0．4頭・酪農村2．5～3．0頭であり，馬については水

田農村1・0頭・畑作・酪麗村1．5～4．0頭であって，その他の小家畜についても水凹・畑作・酪

農となるに従って1画家当り飼育数が多く，農業経営形態による家畜導入の差異が明らかに看

取される。

　　　　　　　　　　　　　　　　§5．施設の概況

　　現代に．至るまで比較的自給自足的な農業を基盤として営まれてきた農村は近代産業の発展

に伴って急激に発達した現代都市とは地域社会の構成において根本的に異なっている。従って

そこにみられる日常の諸施設にしても，それぞれの機能により都市とはかなりの差異が認めら

れる。

　　調査対象として取挙げた6ケ町村につき，それらの施設の概要をみると第8表の如くにな
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第8表　各種施設概況

陶村名　　秩　父　別 冊1＝t山野 女　満　溺 身 鶴 届 八 四

人1．．i　17，049人

世イ緻iu75隙￥
11，105人
1，754機詩

10，506入
1，794挺背

17，131人
2，894仕Hf｝：

4，824人
840臨1｝

20，680ノ＼

3，942山ゴ接

行政喋1

停旋設

役易
：食糧㌔甲所

巡蒼駐ri暁
鶏iかト部

〃　分団2

役嚇
統，i争雄蝶
巡蒼派出所
〃　駐冶祈
消防爪部
〃　分団3

役易
煽徳所
轡型大部
〃　分団2
巡香部iく派出
Jり9

役場，役場IK　a1く訴　役場

湘勇項＼詔，消防分”役場出張所
団，警察rぐ，巡査　巡杏繊イr涛
iSi｛i二所2，仇、　L務　苧肖1勇分団

1ジf，広務局江賑所　統i目略｝ジテ

父趨艇

イr淑設

駅

郎麟尋
連愉糸
イ∫緑本部

：鞭洲欝欝 iLtiLl，　腰使1融4

1運輸又3
有線本蔀
1＋勝バス営〕蜥

軌迫駅
’郵使局2
象配｝ソ〒6

イ」線大部

役場，役揚出張所2
消防月，消防分団，
警奈冨，検察1∫，簡
易裁判灰，巡査摩イ［

瞬2，法脇融出張所，
食梅」勝1班，転文安
ノ毛〃「，営林署，税務

訴，統、屑勝訴

駅5，

郵硬局5tJ、費己所6
1運輸砦、，

予報1L話腸

教　育

施　没

　い1ド」ζ｛x

鳳小学倹4
～i理学喰3
季節保胤夕f

1

11t学校3

小学仮6
11＞裁学｛ス

保育弄2

申学侯4
定督」網吋校

小学絃9
で，語学鞍2

季節保育1睡

余　教　伸U一　7
加　i～と　～5

尚校　申学校9
小学校14
ど裁量‘校諺

侭育所4

団1学校9
1小学校9
、，套児所

1欝欝，　中学按10
，ノ」、学歪面！7

i‘識櫛板4
1保育fT　2，幼碓偏

神麺8　鵡6
教会3

神i」7，一JJ　9

教会2

デ同1坑　診療舜

撫し⊥9　．s　12

教会3
制1廷8
脅奇　3

才隣邸：11　－書9

教会5

径雛論証科3鵬雛；←嬬鷹，婆
　　　　　　　　　

轟、翻∵露繍 ）1・s院4　診療所3

歯科5　助曜婦18

　一二　旅鉱，離潮
凪血斑【嘉，，筏湯

　　　　～一ヅ　、・ノ
　　　　jしの他4

　　　　　　　旅負・3，劇易旅fif｝3，劇妨
　　　　　　　映画鋸，　溺銭湯，ノリーーニ
　　　　　　　タリー二　・クノク，）し谷｛筑1
　　　　　　　／、ラーノー3，　美
！｝τ髪4
　　　　　　　n　・1一院3，廻1髪4
只の他5　　　　　　　」乱の1也2

旅鋤4，劇易，曳｛易2

グリーニノク
）』滞留G3，　、［i髪8

》rvソ弾　、ノ　／く、一ノレ

パナノコ2

旅館3，理髪2　旅館9，劇場5／躍増3
美容院　　　　’7リ・一一ニノク4

　　　　　　：美谷院4，略・陵11
　　　　　　1パテ／コ3，v一チマ
　　　　　　1／2，中球，」〈の他3

蘭　蒙

施　、1芝

農協路売1塞13　農協ll唇売総q2｝農協lll銑部，
2二二媚il　8　衣服身勉「r；T8，肉2｛衣服身魁lfll　7

　　　　　　食田田雑貨28，　　　　　　　　　　　　　　　　　食料品　　　　　　　　　　　　　　魚2，食料　Wし｛f貨20

肉，魚3ド豆腐3豆腐2，料∫1｛i飲食　雑貨28，料揮

灘㈱糖謝懲懲羅
　　　　　　　　　　　　　｛ユチノま，カィフ24＞4，ノ詳｝2，細2　父bj；！2，桶2，

イ噌2，％娯建　綿2家具建只2㌧「瀦文TJ；具3
只2，｛ll　2，桶，　・rl転エfr3，板金2　薬3，自転卓5

鉄の他5　　　種物，根3，馬艮2i殻金2，熱闘建

　　　　　　ilii4，四川2　i畳2，届2，種物
　　　　　　其の他4　　　i其の他6

農協毒死1郁7，肉3　農協購売部2
衣服身廻liil　14，豆　衣服身開晶3
惨M，　食料E鴇唯貨　食繍；I11タ｛L貨13
r36，　で（1エ0，　オ誌∬iif次　　　臆想2，　イE髪

食ノ占21，鈎箋3，li・i’f，i3　　＞卜妥∫甲∫」（食J【登3

毎気器県4，　農臭牌乱用lll！雄貨3
修理10，　臼転車9：臼転唯
不掘建県7，卸金6　其0）飽2
踊鉄4，、・｝箱文房只1
4，　写S，（，　メ」メフ4

化粧品3，’馬只4
i細吻，農県修1貝5，諸姉修理3畳2，為｛2，金物4，造
　　　　　　　　　　　　　　花，種物，rij陥凹
　　　　　　　　　　　　　　、共の他6

農協購売郎3，肉4
衣服身廻品17，闇闇5
位田1「li「国貨57，宣12
糾環1飲食）rt1　27，茶，

瀬戸物，時隅【4，奨，

lL』気器只6，金物，易（

具建具9，薪炭8，洋晶
小贈物5，毛糸，自転
1彗主5，写！／’〈カメラ5，

・板金4，〆臨文拓呉4，

綿3，馬具3，租，農只
修正3，鋪2，造花2，
、生花，鐸2，運動莫，
i印鑑，楽器，呉の他6
i

農．＊．．i？1

ノ亨蝕凌

農協，皮所2
改艮椙談訴
集乳所
1地改良区
f，．く畜診痩こ瞬

入工臨審1～所

農協
湿地改良区
歪，f、乎L，9〒

“家畜診療所2

農協
開拓農協
女乳ヴ〒

家帝診療所

毒廷協，　「支所7

農業改良相談所7
集乳所5
』人工授覇所
家喬診瞭所7

総懸，支喚協，蜥3
所　　　　　　i人工：授世譜
’開拓農協　　i家畜診療所
農業改良組談、負乳所2
万斤　　　　　　i製乎も3二場2

袋乳工場2　i

工　栄
施　設

共の勉
の公共
施　設

πド場11 工場14 工場22 コ場21
I

I工場3
L

黒場27

公民飴
1訓1金1中

公民館2
・銀行

公民館2
イ灘iJ金iil・

カノ」ンスタ
ノト2

公民館
銀行2
カノリノスタノト

一公民飴2 ’公民癬2
1銀行3
、カノリノス々ノ1
1

は周辺部にも分布している施設を示すo
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る。またそれらの中の主要施設に．つ

いて人口・世帯数との関係をみれば

第9図の如くなり，これを繭業施設

の中で日常生活に最も密接な掌りを

もっていると思われる食料晶雑て笥店

についてみれぽ，6ヶ町村ともノ」二1

煤模の大小に拘らず，1施設当り

300～500入の範謝で成立している。

この種の商店は多く兼業的性格を示

し，隣…店舗内に．謬超味料・食斜品・

1：i用雑貨などを扱う形式のものがそ

の殆んどである。これが鮮魚・肉な

どの：専門化された業種になると，そ

の1施設当り人口も大きく，とくに

肉屋などは5，000入以」二に至って始

めて現われる。

　　衣服・身廻品及び家庭用買は

3，000～6，000入の附近に．概ね集中し

ている。ここに注臼すべきはこれら

の農村においては農協の組織で全村的な拡がりをもったデパー・ト的傾向の農協購売部が日用晶

から農機具・農薬に棄る各種の商品を取扱っていることである。

　　人口規模の上からみると，5，000入位の鶴羅村にあっては業種の大半が専門化せられず・そ

の殆んどが，前述した農協購売部と雑貨店1；｛㌻なものに限られている。これが芽室町・八雲町の

20，000入程度の人口規模になると茶・毛糸・造花・生花・運動具・楽器などの業種が専門分化

してくる。

　　サービス施設にあっては3，000～6，000入の理髪・美容院などから慰楽的性格を帯びた：施設

に至るに従って！施設当り入欄は多くなり，劇場・パチンコ・マーーヂャソなどの娯楽施設及び

銭湯・クリーニングなどは入口5，000人以．ヒになって始めて現われている。

　　公共施設においても小学校・中学校・寺・神社・助産婦から病院・保健所・幼稚園・i笥校

の順に同様な傾向を示し，20，000人程度になって始めて高校・幼稚園などが出てくる。公共施

設のうち小学校は1施設当り500～2，000人，中学校は500～7，000人にわたっており，酪農村鶴

居村と水田農村秩父別村とがその両限をなしている。このことはこの種の施設が人口規模段階

よりも集落の拡がりや通学圏の拡がりにより大きく支配されていることを示すものである。
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IH　調査農村の集落形態

　　　　　　　　　　　　　§1。北海遵の農村集落について

　　北海道の農村集落の発生は我国の村落発達の歴史から跨れば比較的近代に．属し，明治2年

に溺拓使が設1澱されて以来，ようやく軌道に乗り，開拓使・3県1局11寺代（明治2～18年），北

海道庁時…代（明治19～42年），第1期拓殖時代．（明治43年～i｝i召和元年），第2期拓殖時代（昭和

2～22《のを経て戦後の開発貸船時代（昭和23年～）lz至る。その聞約9G年，社会・経済事清

及び政策の変動に伴ない淵拓・入植の推移に若干の消長1まみられるが，終始扇家的事業として

推進され，それが入植・定満：は藩士族・屯田兵・等等移民などの翔体入植によるものが多い。

　　以下北海道の農村集落について述べる前に．集落の形成に．密接な関係をもつ本道藤村の特殊

性に触れておきたい。これを要約すれば次の如くである。

　　1．本邦各地よりの移住者とくに群体移住者に．よって明治以後開拓・入植されたものが多

い。

　　2．従って入植，開拓後の経過年数が少なく農村力～栽しい。

　　3．未だ開拓の余地があり，年々入植・開拓者があるが，未墾地の多くは濾炭地または火

山灰地で，国家的機関による当！き本的施設の援助なしに1意欄発の困難なところが多い。

　　4。農民意識が建設的ではあるが定着性を欠いていたため，来だ固有の伝統を形成するに

至らない。

　　5．農業経営は地理的・気候帯条件から畑作を中心としブこいわゆる寒地農業であるが，一一一・i

方に暖地的水田農業を開発すると共に他方に葭戸農経営を導入して，両者の特色を生かしながら

北海道的なものを打出そうとしている。

　　6，約4年に1回の翻合で冤舞う冷害凶作を剋服するため輪作・酪農・主畜などの経営方

式が採屠されている。

　　7．気候的制約から1モ作であり，従って広い経撃墜積を必要とする。

　　8．寒冷・積雪の冬期問がチ乏く，農作業期間が4～11月であるため，稼働「｛数が短かく約

170「｝前後：に．過ぎない。

　　9．夏期と冬期の労働の不均衡が甚だしい。

　　10．農作業の畜力化・機械化が強く要識！1され，農村生活の全面に亘って合理化が火きく取

挙げられてきた。

　　11．昭和初頭より自作農育成への努力が続けられ，戦後の土地改革によって不在地主が根

絶されたが，開拓政策上大地積処分特に大資本への土地払下げによる不在地主と小作の多かっ

たことは注瞬される。

　　12．入植縛の焼払い醗拓の習慣と定着牲の根が浅かった関係から樹林愛護の精神が低調で

宅地林その他の樹林に乏しい。
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　　13．経営面積が広いためと丁丁の生崖並びに生活方式の慣性とから農家の集落形態は散居

型が支配P㌻であり，村の政治・程済・文化の中’亡・としてilゴ街地を形成して，両者の畔引的な結

付きによって村の穀会生活が営まれている。

　　本道の農村の聞拓が顯家的事裳として推進され，その集落が主として団体入植によって形

成せられた目係から，その主なるものとして藩士族団体入地或議翻・屯田兵村地割及び北海道庁

殖民五剣を挙げ，これらの集落形態をlll｛観しておく。

　　1．明治初燐における藩士か目」平入野地i、搭冒に．は一・短のきまりがなく，入輌当時の地割の不

明なものやll口のみを規定して奥行1こ定めのないものなどがあるが，同iコ40聞・奥行250問の

1万坪地割をもつものが比較的多く，従って集落は散居型で遡状配にのものが多い。

　　2．屯田兵村地”i！（明治8～33年）もこれが長期に｝｛つた1．」係と営農形態の関係から一貫し

た地割法がみられないが二刀期の琴似・1－1．1三兵村しの150坪圭1二割を除くと，概ね旧い作をもつ4，000

～5，0GO回覧反のものと10，000～15，000　i15臣1渡の地回とに大別される。　三者には1戸分の地割

単位が門口30　k×奥行150kコ面積4，500坪（1．5i［1∫歩）で，これが20戸分集って300k×300k

＝＝　90，000坪（30町歩）の区劃閥をもつものが多く，後寺には所謂1万坪地割で1区劃内戸数が20

戸また：はその前後のものが多い。従って集藩は琴似・由払乱丁村を除き概ね散1、讐型で，三二の位

1　，1が指定されたため整然とした列状配罎をとるものが圧倒、：白に多かった。

　　3．北海遵月堰民地害弓（明治22年気施）は従来の藩士族団体入地霜1や，屯田兵村地割を検

討し，アメリカの農業経営を加味して，本道農家は営農⊥少なくとも5町歩の11【i積を必要とす

るとして，100k×150　k罵15，GOO坪（5町歩）をもって地割設定の基本単位としてこれを小」と

名付け，小Yl　6グをもって中劃（300　k×300　k・・90，000坪＝・　30町歩），・・｝・劃gケをもって大鑓（900

k×900　k　＝8／0，000坪篇270ill∫歩）とし｝’こ。なお6～8問また1は12問lll話の道路を蒸線とし，これ

を中心として300問毎に直交する道路で中」二三む。このように地割の単紘面彼が広大なため

集落はいきおい散1古型をとるよう、こなったが，家屋の位置を指定しなかったのと5町歩以上の

地積の所有をも1，，t，めたゴこめ，藩士族入地や屯田∫蔦村の集落に較べて統一性がなく，家屋の臨ほ

も不粘いで疎な散／型集落を形／吊するようになった。

　　その後北海道におけるi粥拓農村の甲子の多くはこの殖民地割の上に発肥したから，この散

居型当落こそは本逗農村の特1蜘II㌻な集落形態とみなし得るものである。

　　なお十勝地方の農村1よ，岡じく逗東にありながら集約化に進む汀能性の大きな北見躍二方の

集落に較べて1戸当りの平均終営瞬1，1が大きく，従って散居型の疎丁度も大きい。

　　以！更するに，北海道の農村はその多くが方形に区劃された格子土地劃を骨子とした散居

浬集落を」羅として発逢し，部溶活動の1・1’r心地慧に孝；｝1‘落中心を，全村的・他町村との闘連1こお

ける1乳」、こ中心市街土虚を，善部落中心と中心事街地との全村的二連において1’liMS街地を形成し

て農村地域祉会を構成しているのが一般である。この築落形態は従来の我1工iにおける提村のそ

れとは．1ギしく異なった本道1農村第落の無色といえよう。
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調査6ケ町村の集落形態

川地方の完成さ杣た典型IUな水田農村。

300聞間隔の格子型区灘判力∫特徴的。上ヒ較的高密度の

均等な散戸型禾落。この程度で｝い趨たん）＝1数をもつた

羅齋街地の発生はみられない。

　　　第10図　秩父購村集落形態

　　　　　　　　＼　　　呂急

　　　　　　1　ti　ts　lt　，p，　gt　N一．　F

　水田農村
馴治30年頃の屯田及び団／く入殖｝こlcよる，i聖知・上

　　　　　　　　　　　　　　　整然とした

第玉2図　女満濃町集落形急

　畑作農村
　閉治306：｛：三・20年頃｝こ始まる麦類・豆類を主と

する網走・十勝の代衷的畑1乍農村。段丘地樽の整

然ナこる区劃割と一部沢沿いに発達する禮状の複合

的散贋型集落。区剖割を縁どる耕地防風林が駈徴

的京観。芽室町程脈こなると数掴の融1腐地の発

生をみる。
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第14図　鶴居村集落形懲

　　酪　農　村

　前者iま大正7年頃より本
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で戦後酪農、こ坊替えられつ

つある齊各農オ寸。稀薄な密度

と広汎な拡がり。後者は文

化初年頃の入植に始まる集

約化された道南の酪農村。

鉄道沿線に発達した数偶の

躍市街地と謝iま沿いの列記

型漁家象落。共に緩傾寄留
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　　　　　　　　　　　　§2．水田農村一秩父別村・中富艮野村

　　L秩父胴村
　　秩父別村の現在の集落形態は丘陵地三融；を除き屯田入植当時の南北30011｝！問隔の格子状土地

区劃に基づき全村的に概ね均等な拡がりを示している。中心市街地は閥屯1四竹塾本部を中心とし

て東に延び溜麓線がその東端を爾北に．貫いている。

　　この集落戸TIの拡がりを中心市街地からの道路経由最短距離圏によってみると（第17図），

その殆んどが7km以内に含まれ，その85％以上が5km腱内に．含まれ，非常にまとまりのあ

る集落形態をなしている。中心市街地の戸口は金戸数のほぼ35％を占め主要施設の殆んどがこ

こに集中している。その他の周辺部に分布している施設は第16園の如くであり，小学校・農協

支所・個入商店等の所右三地は部落中心的な性格を示している。これらの部落中心的な地区は中

心市街地から脳及び東北方にいずれも4～5kmの距離にみられる。

　　戸口密度についてみるに水田地帯にあっては300問単方（30町歩）当り7～9戸が支配的で

あるが，　特に中心市街地及び部落中心的な地区の／i，T；一9辺にあっては10戸以上のやや高い密度を

示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，oσ影

凡例　図俵を含む）ユ6～24まで共通

⑳は中心市街地　　⑲　とW一マ数字：ご二副市田地

　⑳　とアラビヤ数字は部落中心　　・　は学校その他

　　　は中心市街地より獣脂を逆っての最短等距離圏
　を表わす。

第16図　秩父甥村集落構造［塁｛
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　　　　　　　　　　　　　　　第18図　　中間良野村集落構造図

　　2．　中富良野村

　　村の中央は平坦地で南北の棊線道路に従い秩父別村と上様に300問平方に整然と区劃され，

農家の分布はほぼ均等に拡っている。東部及び北鱈部一尋｝1；は殆んど丘陵地で，沢沿いに列状を

なして集落が延びている。鉄道はこの北西部の丘陵沿いに区劃割に三［三行に．走り，その中央部の

駅を中心として市街地がヲi玉成されている（第11図）。

　　戸ロ分布の傾向は秩父別村とほぼ同様で，すべてが中心市街地より11km囲内に含まれて

いる。中心市街地の戸口は全戸数のほぼ25％を占め，中心市街地より4～5kmの地点でやや高

い布分を示している（第17図）。周辺部の施設の分布は第18図の如くで，秩父別村と同様に部

落中心的な地区が中心帯街地より4～5kmの地点lc　5ケ所，7～10　k田の附近に．2ケ所認めら

れる。

　　これら2っの水田農村にあっては，現在の人口規模と地域の拡がりにおいては明確な副了1ゴ

街地の発生はみられないが，小学校・個人商店等の1三i常生活の1次的要求に基づいた施設の集

まりをもった部落中心的な地区が中心市街地から4～5km衷たは7～10　kmの距離のところに

形成されていることは注渇されてよい。またこれらの集落にあっては丘陵地に深く入り込んだ

末端部以外の糊縁部1・u”ある農家は隣接町村の中心市街地にもほぼ5km程度の距離で達するこ

とができる状態にある。以上はこの種の集落に共通的な特徴とみなし得るものである。
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　　　　　　　　　　　　　§3．畑作農村一女満別町・芽室町

　　1．　女満別町

　　女溝虻田∫の主要部は網走湖南岸より藻琴山麓に及ぶ段丘地lll；と網走川流域の単彦翼地帯とか

ら成り，これらの癒部及び繭部は由訴丘陵地彊；に絨く。穀庶地帯には畑作，平原地帯には稲イノド

が概ね行われている。西方網走川東岸沿いのi・T｝i積地帯には1；各子型の区劃覆Rこ従って道路が整然

と通じ，これらの道路沿いに水礁農易ぐが列状一層型に．分｝布し，本道水1勤提村特禽な集落形態を

示し，西岸沿いの沖積地帯に．はii津線道路に沿って不規則な帯状集落を形成している。女満別川

及びその支流は中火段丘地帯をほぼ請願に縦貫して東方網走市との境界線上を網走湖に注ぎ，

中火段丘上に，は女満溺独特の繊園〔［勺な畑作地帯が展1粥している。鉄道は町の中央を一書｝1網走湖

畔1こ沿ってほぼ南北に．走り，中心市街地は湖畔に而した段丘一ヒに．駅を中心として形成されてい

る（第12隊D。

　　戸じ1の分布から集落の拡がりをみれば，それらは殆んど中心市街士也より16km圏内に’含ま

れ，総休的に．みてまとまつ九集落を構成している（第21図）。各滋施設の大半は中心市街地1（二属
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第ユ9図　　女満別田∫集落構造図
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　　験・窃街地よりの着路経由最短ア巨島

等距離圏内の適に1分布目と山海街地・部落申」ひとの関係

し，戸口の35％がこれに含まオtている。殉辺に分布する主要施設をみるに第19図の如く，中

心帯街地より帯状に延びている4本の幹線遵路にそって4km・7～9　km及び14　kmの間隔に

施設の集まりがみられ，これらは部落中心的な’1生格を示し戸口分布の⊥からみてもこれらの地

点に戸口の集中がみられる（第20図）。　この程度の集落規模ではその殆んどが部落中心程度の

ものであって劃然とした戸口の連たんはみられないが，若干連たんの様相を啓する部落中心が

2～3見受1ナら身刃六二。

　　2．　芽　蒙　町

　　芽室町の主要部は弗二広市の西北に接する十勝原野の段丘地帯に属し，その問を大小の河川

が流れている。すなわち町のやや北側を十勝川が押脚llζ．貫流し，美生川その他の支流がこれに

注ぐ。町の中央段丘地帯には全道的に．みられる300問闘隔の格子状区劃が広く展開し，その問

に耕地防風林が整然と完成され，これらの地帯全般IC：瓶って十勝i畑作農村の典型的な散居梨集

落が発達している。陶辺の丘陵地帯においては沢に1且って帯状に集落が入り込んでいる。鉄遵

は十勝瘍に平行して葉西に走り，鉄道駅の開設に伴なって発達した中心市街地は美生川と十勝

川との合流点に近い段丘上に．建てられている（第13図）。

　　この集落の主要な幹線道路は中心市街地を”i・r心としてほぼ南北に走り，戸1コの分布は中心

市街地より最大25kmにまで拡がっている。戸口の分布密度は同じ畑作農村である女満別町に

較べてやや擢になっており，中央の段丘地帯にあっては30町歩当り平均3戸程度の分布を示し

ている。

　　次に戸口の分布及び周辺部にある主要施設の分布についてみるに第20図・第21図の如く中

心τ1∫街地から主要幹線道路に，沿って7km・9km及び16　km附近にそれぞれ32世帯・21世帯・12

世帯・70世帯の連たん世帯数をもつた語胴了街地が形成され（第9表），更にこれらを中心として

4～5kmの地点に学校・神鮭・農協支所等をもつた部落中心的なものの発生がみられる。
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　　これら2つの畑作農村はその集落構成の態様が類似しており，共に中心了ti街地から幹線道

路に．沿って4km・7～9km・14～16kmの地点に戸にi及び施設の集中の傾向がみられる。
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第9表　地区携世欝数（fE　30）
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しかしこの傾向は両村の人／：1規摸段階と集落の拡がりの差に．よって，女満別町においてはこれ

らの部落中心が中心市そi琢地に直：接的に．結びついているが，芽室町に．あってはこれらの地点はあ

る程度の連たん戸数をもつた麟市街地に発達しており，これより更に4～5kmのところに衛星

的な部落中心をもっている。これは入口と集落の規模段階に応じた集落の発展の過程を示すも

のとして興味深い。

　　戸ロの分布密度を水田・畑作の前記4ケ町村の代表的な地区について此較するに，30町歩

当りの平均戸数は水田農村7～9戸・畑作農村2～4戸で，両者の問に顕著な特徴的な差異がみ

られる。

　　　　　　　　　　　　　§4．酪農村一一鶴居村・八雲町

　　1，　　居　村

　　鶴居村は，菓は標茶町・髄は阿寒村に接し，爾は釧路原野の北縁から北は遠く冷寒山麓に

跨る面積617km2に及ぶ広大な：村域をもち，その大部分は南部の湿原地帯を除き阿美ミ南麓の山

岳・丘陵地帯から成り，その間を北から南へ釧路・雪裡・幌呂の3河川が流下し，それぞれの

流域に帯状の久著呂・雪裡・幌呂の3原野を開く。これらの3原野はいずれも緩傾の丘陵地帯

によって界され，集落はそれぞれの流域に1合って帯状に延びているが，戸口の分布と密度は水

田・畑作農村に較べて弘めて稀薄である。三二の初期にはこの村にも格子型の所謂道庁殖民鐵

罰が敷かれたが，本村特有な白然条件に制約されて整然とした区劃割に基づいた集落の発達は

みられずに終った（第14図）。

　　本村は，行政の中心は雪裡の三雲裡にあるが，地形の関係とこれに伴なう経済・交通関係

とから幌呂・雪裡・久著呂の3地区に分れ，久二三が地理的に標茶町に密接するため雪裡・幌呂

の2地区が経済的にも集落の上からも本村を2分し，中雪裡と中幌呂がそれぞれの中核をなし

ている。村営の軌道が中雪裡と」一二幌呂とから旧に1往復釧路市との聞を結び，これが本村にお
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ける唯一の対外的な交通機関となっている。従って行政的中心市街地である中雪裡の集落規模

は比較的小さく，その戸口も全村の総戸数の15％に過ぎない。これは他町村の中心帯街地に較

べて全村的な集落の核としては稀らしく小規摸なものといえよう（第9表）。

　　金村の世帯分布を上寵3地区についてみるに雪裡46．5％・幌呂42．5％・久著呂11％とな

り，実質的にも本村が大きく雪裡・幌撮の2地区に分れていることを示している。

　　戸1コの分布と主要施設の分布についてみれば第22図・第23図の如く，戸口の分布は中心

市街地から最大28kmに及んでおり，中露裡・中門呂の2中心市街地からそれぞれ8km・12

kmの附近に系列的に部落中心の発套ヒがみられる。
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2．八雲ltlJ’

八雲町は内浦湾の西岸・渡島半島の頸部に位し，昭和32年落部村の合併によって面積739

km2をもつ大地積の町の1つとな：つた。鉄道が内浦湾沿岸に江｝つて走る関係から集落は海岸線

に．沿って発達し，それより櫛憐状に波状丘陵地帯に三って延び，その拡がりは地形の関係から

鶴居と岡三に複雑且つ疎らである。本町の集落は前述の5ケiflj’村と異なり古くから漁村として

開かれた関係から，当初より農村として開拓形i成された集落に特徴的な格子型区劃は殆んどみ

られず，地形的な関係と相三って鶴居村と同様に自然発生的な形態の道路に沿って集落が展開

している。

　　中心市街地は内浦1奪沿岸沿いの町の中央部・遊楽部川の河に丁｝こ近く鉄道沿線1こ沿って発達

し，附近に顕著な都市カミみられないため，一応この地方でみたさるべき施設がここに集中せら

れ（第8表参照），その戸数も全町μ数の45％以⊥を占め，小規模ながらもこの地方の中心都市

的な性格をもつに至っている。この点他の5ケ町村の中心市街地とその趣きを異にし，特に同

じ酪農村である鶴居村の中雪裡と対動的であるのは注緯されてよい（第ユ5図）。

　　戸ロの拡がりは中心市街地を基，li焦として30　km　lc及び，瑠市街地は鉄道沿線及び主要道路

沿いに7km及び！2～13　kmの地点に発生し，中心市街地及び謝市街地を核としてそれぞれ5

～6km及び11～15　kmの附近に音β落中心的な施設の集りがみられる（第23・24図）。

　　以上の酪農2ケ町村は，その面積的な点を別として自然的・社会的な立地条件を異にす

るため，人口・産業・施上等に格段の差が認められ，従って集落の規模・内容に自ら異なるも

のが見受けられる。しかしながら集落の形態についてのみみる時，この薄者は前記永田づ：屠ノド

の4ケ町村とはその趣きを異にし，集落の形成に所謂道庁殖民地割を骨子としての展開が殆ん

ど認められず，その集落が地形的条件に支配された小単位の自然発生的な散居型集落の複舎に

よつて構成され，且つそれらの単位集落がそれぞれある程渡の独立的な性格をもち，末端部落

において特に中心市街地との結び付きが聞接的且つ稀薄になっている点は両者に通じるギ藩…徴と
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　　　　　　　　　　　　　　第24図　 八雲町集落構造図

して指摘し得るであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　iv総　　括

　　以上農業をその生塗の主体として構i成された秩父別村・巾富良野村・女満別町・芽室町・

鶴居村・八雲町の6ケ町村を主として農業経営形態と集落形態との面からみてきたが，北海遵

の農村の如く雁史性と社会的基盤の浅い未開発の土地に純粋に開拓農村として出発し形成せら
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れた集落にあっては，その形態を支配するものとしてその地域の自然的条件とそれによって大

きな制約を受ける農業経営形恕との外に，更に人為的・政策的な面からの規制を度外祝するこ

とはできないであろう。

　　古代または中世の集落の発生にみられるような宗教的または防甫上などの琶会的規網の少

なかった北諺道にあっては，大地積を必要とする農業経営上の理由から朝野の必然的な形態と

して分散的な散居型ttk洛がとられるようになったことも首肯されようし，また藩士族入地地割

や屯i工i兵村地翻，ひいては現在全道的にみられる格子唄地割の王1をなした北海道庁痘民i圏割な

どによって本．道特有な列状的または分散的な散居型集落カミ形成せられるようになったことも理

解されるであろう。

　　これらの散店擢集落は，秩父甥村・中富良野村の如き水田農村にあっては経公説1莫の！溜系

から，畑作農村におけると同様な格子環地割を層i雪駐とするものであっても，必然的に比：交的高

密度の集落が形成せられ，特に．秩父溺村の如く当初屯田兵村として入槙・開発せられた集落1こ

おいては，家屋の配龍が規制せられたため，同じ散Jr！環集落でも整∴：ミとした：列状約な濠落ヲ｝弓態

を示している。畑作・酪農村にあっては個々の農家の経営”嵌の増大に従って密度の疎な大規

模な散居型集落が形成せられ，自然的条件に支配されてそれぞれの地域1こ特膚な集落形態を展

開している。なお芽室Ill∫・鵬居村・八雲町などで戸口の分布が中心市街地より30　kmの遠隔地

までみられるのは，行政区域との岡係にもよるが，1戸選りの経営彌積が大き’いことと散居型

集落をとることによつて生じた必然的な現象であるとも醜し得るであろう。

　　比校的産業その他の機能が分化されていない農村にお島・ても，’灘篇無機冒な散居型の集落

が形成せられただけでは日常生活は勿論，農業経営そのものの遂行さえ困難である。ここにそ

れぞれの地薄祉会の実情に応じて数十戸の生家が集って1つの部6的なまとまりをつくり，更

にこれらの部落的なまとまりが幾つか集って1つの農村をつくるもの（1失父測村・中等良野イ寸

・女満別町）と，集落の下し芝と拡がりとの関係からこれら数個の村落が複合されて！つの農村

地岐社会を形成するもの（芽室町・鶴屠村・無芸1∫1のとの段階的な構成がとられるようになる。

　　この集書の構成を施設との関連に．おいて形態白勺にみると，その地域社会の自然約・社会的

事清によって帯干の相共があるが，一一一・般に部落的なまとまりに．対しては部落集会所・イ；人商店

（雑貨）・学校・神社乃至これらに辰協支所・郵倶集配所・ポスト・公民館・保育所・保健女了嘗

所・診療所・消防分細・寺などの施設をもつた部落中心が形成せられ，村落的なまとまりに対

しては更に一応のPl常生活及び鴬農土必更な物忘を取扱うある程慶専門分化された櫃入商店・

役場出張所・郵便局・駐在所・集乳所・家畜診…漸などとこれらの業務に從序する者の住宅か

らなる副次的な市街地が形成され，全町村的なまとまりに簿してはその集落の規寝と附近市町

村とのしコ巡において行政・教育・保健・医療・繭業・ナービス・景教・交通・遜信・Jfl業その

他町村全域に亘る中’心・施設並びにそれらの柔務に従尽する者の住居施設の連たんとからなる中

心市街地が形成される。
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　　調査農村の形態を要約すれば，いずれも北海道農村特有な散居型集落を基盤とし，集落の

規模段階とその拡がりに応じて，各隠家から求心的に“出家→部落中心e中心寮街地”または

“農家→部落中心→副市街地→中心帯街地，，のし／ll・］連的な構成1・Cよって全農村地域社会としての

集落を形成している。

　　なお，中心市街地より部落中心及び認市街地との距離的な関係をみるに，一般に部落中心

は中心市街地より4～5km・7～10　km・14～16　kmの地点にみられ，集落がある程度以上の規

模と拡がりをもつように．なると，村内交通の要衝に中心市街地より7km及び13～16　kmの距

離にそれぞれ4～5kmの地点に衛星的な部落中’さをもった測市街地が形成せられる。

あとがき

　　以上本道の農村の中より農業経営形態と地域性とからその特徴的な農村として秩父別村・

中富衰野村・女満男1町・芽室町稲｛耳蝉村・入雲町の6ケ町村を選び，主としてそれらの集落形

態に．ついて静態的に概観したが，これらは更に．地域控民の立場からの動態的な追究によって補

足され解明されねばならないであろう。本報告は続いて発表される予定の「施設の薗からの調

査研究」及び「住民の立場からの調査浦山竃」と3者1体をなすものである。

　　終りに本研究の調進愛に当り調査対象農村への紹介の労をとられた北海道農業改良課及び多

くの調査関係資料を提供せられた各言1衡笙町村の役場・教育委員会・農業改良相談所・農軽業協圓

譲合・郵便層・鉄道駅などの関係職員諸氏に深甚な謁1意を表したい。

　　この研究は昭和32勾：渡文部省科学研究費交付金（各個研究）の補助を受けて行われたもの

である。
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